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放送に求められる機能をめぐっては，今なお，後藤新平が100年前
に述べた「文化の機会均等」「家庭生活の革新」「教育の社会化」「経済
機能の敏活」の4つに言及されることがあります。確かにこれらの機
能は，技術がどう変化しようと，放送メディアにとって不可欠なもの
と言えるでしょう。新たな技術によって，こうした機能がどのような
方向に発展していくのか，今回の特集によって見えてくればと考えて
います。
� （村上 聖一）

活字メディアではあまりないと思いますが，放送メディアの仕事に
ついたとき，最新の放送技術を知ることが大事だと強く言われ，今も
心がけています。どういう撮影や編集が可能かという「作り手」とし
てだけでなく，世界各地あるいは宇宙からの中継映像をどう届けるか
という「届け手」，そして家庭や学校でどのように視聴しているかと
いう「受け手」のそれぞれに関わる放送技術の歴史をふかんすること
で，ほかのメディアと異なる放送の特性が見える特集になったと思い
ます。
� （宇治橋 祐之）

少し気が早いかもしれませんが，この第17号からタイトルに「放
送100年」と掲げています。100年を機にさまざまな角度から改めて

「放送」について考えていければと思っています。今号は，諸先輩に
よる『放送学研究』第27号（1975）の「放送技術文化論」以来，久し
ぶりの放送技術の特集となりました。今回の特集が，これからの技術
と放送のあり方を考える一助になればと思っています。
� （東山 一郎）

「放送100年」とは，より良い未来を夢見て試行錯誤を重ねてきた
歴史だと，今号を編集し改めて認識させられました。現在のメディア
環境や暮らしを築いた先人達には感謝の言葉しかありません。そし
て，そのことを執筆した方々をはじめ，編集，レイアウト，校正等の
担当の皆さんにも感謝申し上げます。「放送100年」の特集は，これ
からも刊行する予定です。次の100年も素晴らしい未来にするため
に，研究を続けます。
� （柳 憲一郎）
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